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七友会会長 佐原 禾□典
猛烈な署さが、漸く収まつてきた感のある今日この頃、会員の皆さん

はお元気にお過ごしのことと存じ訣す。

この夏は例年になく署く、私の住む福岡でも猛暑日の連続記録更新や

平均気温の30℃超などと、たいへんな日々が続きました。さらに「ゲリラ豪雨」や「竜

巻」などの異常気象は、各地に大きな被害をもたらし、会員の中にも被爽された方がおら

れると間いてい誅す。心より御見舞い申し上げます。

さて、同窓会設立30周年行事から2年。それは、東日本大震災からの 2年でもあります

が、被災地の「復興」は遅々とした歩みのま誅で、歯痒い思いが続きます。私たちは、 2

年前のあの討論会で、何ができるのか、何かをしなくてはいけないのではないか…と、同

窓会と学部が一緒になつて話し合いました。「震案を風化させてはいけない」との強い決

意を持つていこうと、交流会を開きました。・その後の会を取り巻<様々な動きを少しお話
します。

=大学= ご存IElの方も多いと思い訣すが、震災直後から、学生や地域への様々な支援を
行つてきました。復 日から復興へと取り組みが変わつても「『岩手の復興と再生に』オー

ル岩大パワーを」のスローガン通り、現在も着実に続いています。取り組みは、技術や産

業から心の問題まで多岐にわたり、 5月 に訪れた釜石サテライトのような施設での、今後

の研究 実ヽ践が期待されています。

=学部= 震災前から施設面では大きく変わっています。人社 4号館は「学生センターA
棟」へ、 3号館は「学生センターB棟」へと様変わりし、ここに全学の様々な機能が集中

してきました。改編が進み、現在は、人間科学課程、国際文化課程、法学・経済課程、環

境科学課程に分かれており、教員数は約70名 と少な<な つてい訣す。これは、大学の法人

化や予算の問題、文系学部の統合問題にカロえて、「評価」というものも複雑に絡んでいる

からです。学部は将来も存続できるのか…これは今でも懸念され続けている大きな課題な

のです。そんな中でも明るいニュースは、学部出身者で3人目となる教員の誕生や、大学

院が財団法人日本臨床心理士資格認定協会から臨床心理士養成の第 1種大学院に指定され

たことでしょうか。

二会の現状= 30周 年行事の討論会以後、学部と共に取り組む具体案はでていません。話
し合いも中断しています。ただ、学部就職委員会と共催ではじめた「進路選択セミナー」

は、小さを光かも知れません。会自体の運営は、あ法り変わつていません。会員のほとん

どが働<世代であることは、活動に積極的に協力してくれる方が多くならない限り、暫く
はこのような状態かもしれ訣せん。ただ経費は年々少しずつではありますが増えてい誅す

ので、特胃」積立の取り崩じで予算を組むようになつてい<のも現実です。決算書等をよく

ご覧下さい。

最近、早く同窓会 (交流会)を 開こうという声をよく聞きます。ほとんどは一期生から

ですが、「定年」というものが迫つてきていること、同世代の死に直面する機会が増えた

ことで、今のうちに会つておきたい…という思いがあると思われます。一期生だけでも集

まろうか…とも考えています。職場や同期で集誅る機会があれば学部の事、同窓会の事も

多く語つて下さい。会では、地元盛岡の支部活動の活性化を願つています。ネット利用も

日常的になり、大学のホームベージを見れば、大学の様々な動きが掴めますし、同窓会の

ホームベージもリンクし′ていますので、最新の情報も意見も伝えられます。あとは皆さん

の活用次第でしょうか。少しずつの御協力お願いします。
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囲 評議員会報告
平成25年度の評議員会|よ、去る6月 22日 (土 )、 盛岡市のアイーナ (岩手県民交流センター)711号室におしヽて、17名 が出席して開か
れました。会では、以下の議題について討議し承認されました。

特に「就職ガイダンス」へ、の支援については、 4月 20日 (土)に開いた理事会での議論を踏まえて、摂1年 11月 に開催している3年生
対象の「学部就職ガイダンス」とは周」に、金学

=を
対象とした「進路選択セミナー」を年 2回程度開催していくことになりました.)セ ミ

ナーの事業化にあたり、予算面での措置として、平成26年度から予算 I頁目「文化事業補助」を「在学生支援活動費Jと変更することも決
められましたっ

なお、今年度計画した事業等について検討したところ、予算面での不足が懸念されたため、特胃」会計の「特別積立金」よリー般会計ヘ

の一部繰り入れを行なうこととなりました。この傾向は、しばらく続くと考えられます。

国l平成24年度事業報告
平成24年度は、学3βの就職ガイダンスヘの支援の強化を中心に活動しました。昨年までの就職ガイダンスは就職活動に入る直前の 3年

生を対象として11月 頃開催しノていましたが、それにカロえ、様々な職業の実像を知つてもらうことで、より広い視野をもてるような「ガイ

ダンス」の実施を検討しましたぅそして、学部就職委員会とも協議の上、平成24年 6月 と平成25年 2月 の 2回、学部内で開催しました。

(詳細は、会報35号 ・36号に掲載)告矢□方法などの反省点もありましたが、内容については概ね好評で来年度も実施する方向で就職委員
会と協議しました。

大学との関係では、同窓会連合の一員として共催した「岩手大学卒業生・修了生と学長との懇談会 (第 5回 )」 が東京・市ヶ谷で開催

され、七友会からは13名 が参力Eし、活発な意見交換・交流がおこなわれましたD

会報は、 9月 に第35号、平成25年 3月に第36号を発行しました。新入生の父母への送付も引き続きおこ怒つていますが、今後は住所不

明者への対策が急がれるところです。

なお「七友会設立30周年記念事業 D∨ D」 は、平成25年 3月に関係各位へ発送することができました。

平成24年度のおもな活動は次の通りです。

平成24年 4月 7日 (土) 新入生父母懇談会 (於 人文社会科学部 大志田理事出席)
「七友会だより」送付と同窓会の活動について説明

4月 20日 (金) 在盛岡OB観桜会
理事を中心に 9名が参カロ、竹村就職委員長と意見交換

5月 13日 (日 ) 菊池亮介先生の葬儀へ弔意文を送る
6月 8日 (金) 人文社会科学3β 就職ガイダンス「働くこと・就職を考える」

(於 学生センターB棟多目的室/OB10名 、学生27名、教員 3名 )
テーマ :「就職」と「仕事」について自ら考え、自ら選択していくために

6月 9日 (土) 岩手大学開学記念講演会・園遊会 (於 岩手大学 佐原会長出席 )
6月 11日 (月 ) 岩手大学同窓会連合 第 7回理事会 (於 岩手大学事務局 第 1会議室)

議題 :平成23年度事業報告 (案 )・ 決算報告 (案)について
平成24年度事業計画 (案 )・ 会計予算 (案 )について
その他

佐原会長、松岡理事が出席

6月 16日 (土 ) 平成24年度 評議員会 (於 アイーナ501B会議室 15名出席)
議題 :平成23年度事業報告・決算報告・監査報告について

平成24年度事業計画 (案 )・ 会計予算 (案 )について
就職ガイダンス支援強化について

役員改選 ほか
6月 30日 (土) 第 5回 岩手大学卒業生 修了生と学長との懇談会 懇親交流会

(於 東京・市ヶ谷「アルカディア市ケ谷」 13名 出席 )
9月 25日 (央 ) 会報『七友会だより]第 35号発行・会員へ順次送付
11月 6日 (失) 人文社会科学部 就職ガイダンス

第 1部 講話 (於  GI大 教室 講師 :櫻 幸恵氏/4期生)
第 2部 就職内定者の就職活動体験談 情報交流

(於 中央学生食堂 佐原会長、櫻氏出席 全体で30名程参力0)
11月 19日 (月 ) 「就職ガイダンス」について就職委員会と打ち合わせ

(於 学部ミーティングルーム 佐原会長、竹村就職委員長、内田副委員長)
岩手大学同窓会連合 第 8回理事会 (於 岩手大学事務局 第 1会議室)
議題 :平成25年度「卒業生・修了生と学長との懇談会 (第 6回 )」 について

次期役員について

その他

佐原会長、松岡理事が出席

平成25年 2月 22日 (金) 人文社会科学部「キヤリア・ガイダンス」
(於 学生センターB棟多目的室/′ OBll名 、学生 6名、教員 4名 )

3月 11日 (月 ) 会報『七友会だより]第36号発行・会員へ順次送付
3月 22日 (金) 岩手大学卒業式 (於  岩手県民会館大ホール 佐原会長出席)

人支社会科学部 卒業祝賀会 (於 中央学生食堂 佐原会長出席 )
次年度「就職ガイダンス」について打ち合わせ (佐原会長、内田副委員長)

「七友会設立30周年記念事業 D∨ D」 関係各位へ送付

3月 吉日    退官教官へ記念品贈呈 (2名 )
退官 :1本榮二郎先生、佐藤芳彦先生

以上
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1-般 会 計

<歳 入>

L

<歳  出 >

2. 牛寺  別  会  言十
<歳 入>

平成24年度 会計決算報告

平成24年度収支決算
歳 入 合 計   7,534,100円
歳 出 合 計   5,039,058円
差引残高 (翌年度繰越) 2,495,042円 普通預金

(単位 EEl)

(単位 円)

監 査 報 告

平成24年度の会計を監査し、正しく処理されていることを確認しました。

平成25年 6月 22日

監査員 小桧山   修 .〔

"監査員 工 藤 康 身 Ⅲ

科 目 予 算 額 決 算 額 比 較 増 減 備 考

弓リ 年 度 越 金 2.910495 2.910.495 普通預金

費 4.600000 4280.000 ゝ320,OOO 20,000円 ×214名

特 君」 会 計 よ り 繰 入 O 0

人 726 343605 342879 利患及び歳計外現金収入(800+265090+97.715)
7.511.221 7534100 22879

科 目 予 算 額 決 算 額 比 較 増 減 イ蒲 考

1事    業    費 6,161.878 4.116,730 2,045,148

1)会 報 発 行 関 係 1,700,000 1,620.100 79,900

ア 会 報 等 印 刷 費 900,000 886515 13.485 会報 2回印刷
ィ
/会
報 等 郵 送 費 800.000 733585 66415 会報郵送費

2)会 員 活 動 援 助 費 500.000 448.301 51.699 評議員会宿泊・就職懇談会補助など
3)卒 業 記 念 品 贈 呈 費 100,000 100,000 33期分積立

4)支  3β  援 助 費 400.000 315,740 8Zl.260 関東支部HP維持管理運営費
5)文 化 事 業 補 助 600,000 551.955 48.045 就職ガイダンス及びキャリアガイダンス(2回 )等
6)寄    付    金 500.000 500.000 0 人文社会科学38へ奨学寄付金

7)同 窓 会 連 合 負 担 金 500.000 500,000 O

8)同窓会設立30周年記念事業費 1.811.878 63,254 1,748,624 記念 D∨D製作費等
ユ
旧 費 50.000 17,380 32,620 退官教員への記念品等

2会    議    費 700,000 354,476 345,524

1)評 議 員 会 会 議 費 500000 354,Z176 145.524 評議員会諸経費

2)諸 会 議 費 200.000 O 200.000 理事会諸経費
3.事    務    費 500,000 467,852 32,148 事務用品、データ管理・HP協賛金他
4特  Я」 積  立  金 O 0

5雑         ｀
費 100.000 100000 0 事務謝金

6 学部設立 40周 年記念積立 0 O

7 同窓会設立 40周 年記念積立 O 0

8予    備    費 49.343 O 49.343

7.511.221 5.039,058 2.472.163

科 目 予 算 額 央 算 額 比 較 増 減 備 考

1 一副 年 度 繰 越 金 41.397,045 41,397.045 0

2新 規 積 立 金 100,000 100,000 0

3 利             患 24,408 1 1,487 (12,921)

41,521,453 41.508,532 (12.921)

<歳 出>
料 目 予  算  額 決  算  額 じヒ較 増 減 備 考

1-般 会 計 へ 繰 出 O O 0

2積    立    金 41521.453 41508.532 (12,921) 年度末積立金額=翌年度繰越額
|)特  胃」 積  立  金 28583144 28574790 (8,354) 8.467円 (禾」患)+28.566.323
2)卒 業 記 念 積 立 金 3571,302 3.570.549 (753) 832円 (示孵志)+3.469,717+100,000
3)学 部設立40周 年記念積立 7,395,376 7,393,820 (1,556) 1,712円 (利患)+7,392,108
4)同 窓会設立40周年記念積立 1 971.631 1,969,373 (2,258) 476円 (利 患)+1,968,897

十 41,521.453 41,508,532 (12.921)
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口1平成25年度事業計画
今年度は、学きBの「京t職ガイダンス」への支援を活動の中心に位置づけ、積極的に協力していきます。

特に、昨年度から|ま じめた「ガイダンス」を「進路選択セミナー」として学部就職委員会と協力しながら実施し、学生の進路や就職へ

の一動にしたいと思います。

また、復興への支援、震災の記憶を風化させないための活動についても、弓|き続き検討していきたいと思いますぅ

平成25年度 会計予算
1.一 般 会 計
<歳 入> (単位 円)

2. 牛寺 別  会
<歳 入> (単位 円)

30周年記念事業収支報告 (単位 円)

科 目 予 算 額 備 考

ロリ 年 度 越 金 2,495,042 普通預金

費 4600000 20.000円 ×230名
※ 特 胃」会 計 よ り 繰 入 1,000,000

J又 入 800 白
心

8,095,842

<歳 出>
科 目 予 算 額 平成24年 度予算額 備 考

1事    業    費 4450000 6.161,878

1)会 報 発 行 関 係 1,700,OOO 1,700000 会報発行 (2回予定)
ア 会 報 等 印 届l 費 900.000 900,000

イ 会 報 等 郵 送 費 800000 800,000

2)会 員 活 動 援 助 費 600000 500,000 親睦会 交流会等(6/15現在 145,270-)、 学長との懇談会補助
3)卒 業 記 念 品 贈 呈 費 100000 100,000 34期分積立

4)支 部 援 助 費 400Ю OO 400,000 関東支部 (ホームベージ維持費)、 仙台支部 他
5)文 化 事 業 補 助 600000 600,OOO 就職ガイダンス (旅費)等 支援も含む
6)寄    付    金 500000 500,000 人文社会科学部へ寄βイ」

7)同 窓 会 連 合 負 担 金 500000 500.000 年間会費分

8)同窓会設立30周年記念事業費 0 1.811,878

9)諸        費 50000 50,000 慶弔費

2会    議    費 1,000,000 700,OOO

1)評 議 員 会 会 議 費 500000 500.OOO 評義員会諸経費
2)諸 会 議 費 500.OOO 200.OOO 4/221里事≡

`会

イ也 (6/5琴37宝 389,240-)
3事    務    費 500,000 500.000 事務用品、データ管理費、ホームページ維持費等(6/5現在 15,876-)

4特  別  積  立  金 O 0

5雑       費 100.000 100000 事務謝金
6 学 部設立 40周 年記念積立 0 0

7 同窓会設立40周 年記念積立 1,748,624 0 同窓会設立30周年記念事業費残金

8予   備   費 297.218 49,343

8.095,842 7.511.221

科 目 予  算  額 平成24年度予算額 備 考

1前 年 度 末 繰 越 金 41,508.532 41.397.045

2新 規 積 立 金 1.848,624 100.000 卒業記念品贈呈費100.000円、同窓会40周年記念1,748,624円

3 利             忠 11.487 24,408

43,368.643 41.521,453

<歳 出>
科 目 予 算  額 平成24年度予算額 備 考

1-般 会 計 へ 繰 出 1.000.000 O

2 積     立     金 42,368,643 41,521.453

1)特  別  積  立  金 27.583.257 28.583,144 28.57■ 790(決 算)-1,000,000+8.467(利 患)=27.583,257

2)卒 業 記 念 積 立 金 3671381 3571,302 3,570,549+100000+832=3.671,381

3)学 部設立40周 年記念積立 7,395.532 7.395,376 7.393.820+1,712=7.395.532

4)同窓生設立40周年記念積立 3,718.473 1.971,631 |,969,373+1,748.624+476=3,718,473

十 43,368,643 41521.453

その他

予 算 額 決 算 額 残

平成22年度 支出額 2.lD00,000 946.209 1.053,791 …23年度30周年記念事業費ヘ

平成23年度 支出額 5,053,791 3241,913 1.811.878 ←24年度30周年記念事業費へ

平成2二年度 支出額 1811,878 63254 1.748.624 ←同窓会40周年記念積立ヘ

総 言十 4251.376
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「進路選択セミナーJ開催報告

去る、 6月 21日 (金 )17時から、学生センター B棟多目的室で

開催しました。これは、在学生への支援活動として、昨年度から

実施している「キャリアガイダンスJを 「進路選択セミナーJと

改めたも,ので、同窓会と学部就職委員会が共催するものです。また、

例年行つている就職活動開始直前の 3年生を対象とした「学部就

職ガイダンス」とは違い、全学年を対象に就職も含めた将来の進

路を考える際の選択肢を広げてもらうために開くものですc毎回、

先輩達が自身の仕事の実像を語るとともに、フリー トークでは、

学生の持つ様々な疑Poqを解消し、ミスマッチを少なくできればと

考えています。今回は、 4人の講師と4人のオブザーバーの計 8

名が、3年生を中心とした 40名 3Sの学生に熱い思いを語りました。

第 1部 講師が語る仕事の実像と伝えたいこと
(17:00～ 18:30)

今回は、栗林健司氏 (北海道放送い、大阪支社 )、 明地幹子氏 (盛

岡市役所、市民登録課)、 大澤雅昭氏 (春 田部市役所、福祉部長)、

塩田勝美氏 (m日 本旅行、総務人事部長)の 4名の方々が、就職

や仕事上の様々な体験を踏まえて、今伝えておきちいことを熱く

語りました。特に塩田氏は仕事の都合上なかなか出席できずにい

意したが、今回ようやく実現し、参カロした学生は貴重な話が聞け

たのではと思つています。

〈参加学生の声 (抜粋)〉
普段聞くことのできない話が聞けた…

・仕事の内容がある程度、はつきりとイメージできた…

・
1限界や壁を決めつけるな …

今、自分が何をすればいいのか、少しわかつた様な気がする

・実感していなかつた
“職
Ⅲ
というものが、少しはつきりしてきた

会話のスキルの大切さ…

・自分のこだわりを持つた人一

・気が付く人は重宝される…

・貴重な話をありがとうございます一次国も参カロしたい。

・将来、何をしたいか、しっかり見つめ直して、早めに行動 |

次回は…

平成26年 2月 7日 (金)を予定

詳し<は 1 1月 中に学内に掲示されます。
人文社会科学部全学年対象で、参カロは自由.

17日きから19時 30分 <ら いまでを予定してい志す。

今から生かせることが し1つ くもあつた…

(主催 :七友会・学部就職委員会 )

第2部 疑間解消のフリートーク
(18:40～ 19:30)

4名の講師の他に、オブザーバーとして参カロしている佐藤泰氏

(サ トーブリンティングm)、 大谷敬氏 (法務省、lJ務官 )、 足立慢

悟氏 (横浜人形の家マネージャー)、 佐藤伸樹氏 (防衛省、統合幕

僚監部)の 4名も力□わり、公務員関係と民間企業の 2つのテーブ

ルに分かれてのフリートークタイム。30分位で入れ替わりながら、

疑間、質問に答える熱いバ トルは、もう少し時間がほしかった感

じです。

今回の講師の方々です。

左から大澤雅昭さん、栗林健司さん、明地幹子さん、塩田勝美さん

講師やオブザーバーで参加できる方は

お知らせ下さい。

毎回、違つた職業の方を講師に考えていますので、事務局

からお願いする時もありますので、会員の皆さん′の御1協力を

お願いします。学部のカリキュラムや学生の参加しやすさ等

を考慮して週末の金曜日、173寺 し頁からの開催としています

ので、参カロが難しい方も多いかと思いますが、出席に要する

旅費等は同窓会で支出しますので、よろしくお願いします。

特に、学生からは女性の話の要望が多くありますので、様々

な人生経験を話していただければと考えています。
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同窓会では、毎年このような会報を発行しています。これらを皆さんに送るためには、連絡先の把握が重要になりますが、転居等で連

絡先が不明になることが多く、現在、 4害 ]強の方が不明状態になつてい意す.

連絡先は現住所でも実家等家族住所でt,構いませんが、確実に連絡のつくところをお願 t′ しヽます。転居等の際には郵便局への届空|と共に、

事務局へもお知らせ下さい。

なお、寄せられた情報は同窓会活動のみに利用されるもので、事務局で一括管理されてい意す(ま た、会費につ t,ヽては、ほとん,どの方

が入学時に納められてい訣すので、特に請求されることはありません。同窓会活動は、ほとんど会員のボランティアで運営されています。

今後の学部の発展及び同窓会の親睦のための活動に、ぜひ御協力下さい。

※友人で会報の届いていない方は、連絡先不明になつている可能性があります。すぐに事務局までお知らせ下さい。
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『卒業生・修了生と学長との懇談会』が

盛岡で開かれました    .

去る7月 13日 (土 )、 第 6回 目となる「卒業生 1多了生と学長との

懇談会」が盛岡市のホテルメトロポリタン盛岡本館 4階「岩手」で

開催されました。この懇談会は、社会で活躍する卒業生・修了生に

大学が進める改革や取組を伝えるとともに、大学の教育・研究・社

会貢献に対する率直な意見をPEDく 機会として開くもので、第 3回目

の仙台開催から、岩手大学と同窓会連合が共催しています。今回

は、盛岡市在住の卒業生・修了生を中心に100名を越える方が参カロさ

れました。

懇談会では、大学や各学部から「震災から復興への取組」を中心

とした現状報告や紹介がありました。参カロ者からの質疑 応答のあ

とには各学部同窓会からの近況報告もありました。

会費制で行われた懇親交流会には、七友会からも25名 ほどが参カロ

し「マンドリンクラブ」の演奏などもあつて、不□やかな雰囲気で会

が進み、最後は、参カロ者全員で「学生歌」を合唱しました。来年度

は関西方面を検討してい意す。

=言卜 報 =
去る9月 5日 、岩手大学名誉教授で、元人文社会科学部長、

砂山克彦先生がお亡くなりになりました。(享年69歳 )砂山

先生は、「労働法」が専門で、労働事件 (不当解雇や過労死

事件など)に関する裁半1,1の研究、労働協約の研究や福祉労

働の研究などを中心に教鞭をとられ、多くの学生を育てられ

ました。また、学部長在任中に学部倉J設30周年を迎えられ、

様々な行事を行いました。

柔不□な語リロがなつかしく思い起こされます。

心よりご冥福をお祈りいたします。

OXЮ◇Ⅸ》同窓会連合の動き

―
去る5月 13日 (月 )、 岩手大学事務局第 1会議室で、第 9回岩

手大学同窓会連合理事会が開かれ、平成24年度事業報告・決算

書・監査報告書及び平成25年度事業計画・予算書について審議

し、了承されまし,た。

志た、役員改選も行われ、次期同窓会連合会長に桑島博北水

会会長が選出され、会長代理には、黒川國児北桐会会長が指名

され訣した。任期は平成25年 6月 1日 から平成.27年 5月 31日 ま

でです。

寝手大学人文社会科学部同窓会 <七友会>
〔郵便宛先〕020-8550 盛岡市上田31834

岩手大学 ´ヽ文社会科学部内「七友会J宛
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